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福島第一原子力発電所の廃炉では、大量の放射性コンクリート廃棄物の発生が予想される。この研究では、

コンクリートの汚染状況に基づき、解体から最終処分までの廃棄物管理の異なる選択肢の評価手法を検討

した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所（１Ｆ）の廃炉では、大量の放射性コンクリート廃棄物の発生が予想されるが、

このコンクリートは事故の影響により、熱や冷却水との接触による変質を受けている可能性がある。合理

的な廃炉のためには、コンクリート構造物の汚染状況を把握し、その情報に基づき解体法を決定するとと

もに、そこから生じる廃棄物量を推定した上で、適切な廃棄物の保管管理、処理・処分法を検討する必要

がある。このため、文部科学省、英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業「汚染コンクリート

の解体およびそこから生じる廃棄物の合理的処理・処分の検討」では、北海道大学、福井大学、日本原子

力研究開発機構が連携して、１Ｆ格納容器内コンクリートの事故時の熱による変質条件を評価し、実験室

内でその条件で熱処理を加えた模擬変質コンクリート試料を調製して微細構造等の特性及び核種の移行挙

動の評価を行うこととしている。さらに本研究では、この事業のもう一つの研究課題として、核種移行評

価結果に基づき、コンクリート材料の汚染分布を推定し、１Ｆの廃炉で生じる放射性コンクリート廃棄物

の放射能レベル区分および物量等の将来予測を行う。また、除染の有無、処理、処分等、解体から最終処

分に至るまでの各工程における異なる選択肢に対し、解体、処理・処分方法を評価する手法を検討する。 

2. 方法 

 コンクリート物量については、既存の文献より推定した。廃棄物管理シナリオを抽出するため、可能な

処理、中間貯蔵、再利用、処分の選択肢を組合せ、意思決定木を作成した。 

                          表 1 １Ｆ原子炉建屋コンクリート物量の概算 

原子炉 
建屋 

総量 コンクリート量 放射性 
廃棄物量 

(千 t) (千 t)  (千 m3)) (千 m3)  
1 号炉 
2 号炉 
3 号炉 
4 号炉 
5 号炉 
6 号炉 

 661) 
1001) 
1111) 
1091) 
1132) 
1922) 

 63 
 95 
106 
104 
107 
183 

 42.6 
 64.2 
 71.6 
 70.3 
 72.3 
123.6 

42.6 
64.2 
71.6 
70.3 
 2.9 
 4.9 

合計 691 658 444 257 
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3. 結果 

１Ｆ原子炉建屋におけるコンクリート物量を、総重

量の 95％をコンクリート、コンクリートの密度を

1.48(t/m3)、1-4号炉については 100％、5,6 号炉につ

いては 4%が放射性廃棄物であると仮定して概算した

結果を表１に示す。コンクリート量は約 444千 m3とな

り、その約 60%にあたる約 260千 m3が放射性廃棄物と

なる可能性がある。このコンクリートを、変質、汚染

の状況により分類した。また、汚染分布を推定するた

めのモデルの構築を行った。 

 

3L01 2018年春の年会

 2018年 日本原子力学会 - 3L01 -


